
 

 

本日は、ご多忙の中弊社決算説明会へ多数ご参加いただき、誠にありがとうございます。 

CFOの吉村でございます。本日はよろしくお願いします。 

それでは、11月 13日にリリースしました弊社２０２４年３月期第２四半期決算並びに通

期の業績予想につきまして説明させていただきます。 

                      

                                           

        
            

        

   

              

           

    



 

 

まず、第２四半期の決算概要でございます。 

 

売上高３，６２１億円、営業利益７９億円、経常利益１８７億円、純利益は１４３億円と

なりました。為替レートについてはご覧のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

    

            

 

              

                      

                        

                

                           

                  

                          

                             

            

                                

                    

                                     

                        

                        

                 



 

 

前年同期に対しましては、円安の進行による海外拠点の為替換算差、および鋼材市況等の

客先からの回収等により増収となりましたが、営業利益と経常利益、当期純利益は減益とな

りました。 

 

期首の予想に対しましては、シート事業の台数増や円安による押し上げはございました

が、利益率の高いＨＤＤ関連事業が低迷し、予想並みの営業利益となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                 
                  
                  
                  

                 
                  
                  

                
                   
                  
       

        

                 
                  
                   
                  
    

    

                      

                

                        

                

                           

            

           

                     

   

     

   

    
    

    

  

  

  
   

    
  

  

  

  

       
    

     
    

     
    

     
    

  

     

   

    

     

    

 

  

  

   

   

   

 

  

  

   

  



 

 

次に通期の予想です。 

 

売上高は期首の予想に対し１００億円増の７，６００億円、営業利益は８０億円減の２７

０億円といたしました。 

為替レートはご覧のとおり、下期を１ドル１４５円と置きまして、通期の平均レートは１

４３円とし、経常利益と当期純利益はそれぞれ４００億円、２５０億円と据え置いておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

         

 

            

                    

                        

                   

                           

                

                           

                           

              

                                

                    

                                     

                     

                        

               



 

 

今回営業利益を下方修正した大きな要因は、今下期からの回復を見込んでおりましたＨ

ＤＤ関連事業、半導体プロセス部品事業の回復が遅れる見通しとなったことによるもので

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                 
                  
                   
                  
                 

    

                  

                

                        

                   

                           

         

           

      

     
  

     
    

     
    

   

     

   

  

     

    

  

  

      

        

  

  

  

  

   

     

   

          

    

  

  

  

   

       

   

  

  

 

   



 

 

続きまして、業績の推移でございます。水色が上期、黄色が通期の業績を示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

   

   

   

   

   

   

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

                      

                         

  

   

   

      

   

   

   

  

   

   

    

 

   

   

   

   

   

                      

                         

       

    

        

                                
                              
                          

  

  



 

 

こちらは半期ベースの業績の推移でございます。 

 

売上高は右肩上がりとなっておりますが、先ほども申し上げましたように、為替や鋼材市

況等の影響を大きく受けており、また内訳となる事業セグメントごとの構成差もございま

して、営業利益に関しては増減が大きくなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
     

     

     

     

     
     

          

     

   

   
   

      

   

 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

                    

                         

  

   

   

   

   
   

   

   

  

   

    

   

 

  

   

   

   

   

                    

                         

       

           

        

                                
                              
                          

  

  



 

 

次のページは特別損益の概要でございます。 

 

特別損失の計上はございませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

      

                     

   

            

         



 

 

配当につきましては、中間配当を１７円、期末の配当予想も１７円としており、配当性向

３０．８％でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

              

                           

                           

  

                  

     
      

     

          
     

      

     

      

  

   

   

   

   

    

    

     

     

     

     

      

      

      

      

                                    

  

                      

                    

   

    
        

                

   

    

    

    
    

   

   

    

    

    

    

    

    

    

                                    

  

        



 

 

続きまして、第２四半期決算の詳細でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              



 

 

まず、事業セグメント別の売上高、営業利益の概要でございます。 

 

自動車関連事業につきましては、半導体供給不足等による影響からの持ち直しのほか、鋼

材市況影響等の販売価格への反映や、円安による為替換算差もあり、前期に対して増収とな

っております。 

非自動車関連事業におきましては、円安による利益の押し上げがございましたが、前年下

期から続くＨＤＤ関連事業および半導体プロセス部品事業の低迷により減収となりました。 

全体としては、前期に対して増収ながら、利益率の高い事業の低迷により減益となってお

ります。 

 

期首の予想に対しましては、シート事業で大きく増収となったものの、懸架ばね事業の北

米での人件費・エネルギーコスト等の高騰影響や鋼材市況の回収遅れ、またＨＤＤ関連の低

迷により、営業利益は当初予想並みとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

                      

                

                      

                  

                              

                            

              

                         

                      

               

                             

                        

              

                           

                          

                

                           

            

                  

      

                
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                

                
                 
                  
                 
       

        

                
                 
                 
                 
                  
                 
    



 

 

次に地域セグメント別の状況でございます。 

 

対前年同期に対しまして、日本はシート事業を中心に自動車関連事業で増収となったも

のの、利益率の高いＨＤＤ関連事業および半導体プロセス部品事業の減収により、前年比で

増収減益となりました。 

アジアでは、中国における日系自動車メーカー向けの受注減と、タイ・中国でのＨＤＤ関

連事業の不調により、対前期減収減益となっております。 

米欧ほかにおいては、自動車市場の回復と為替の換算差により増収となりましたが、人件

費やエネルギーコスト等の高騰により減益となりました。 

 

期首の予想に対しましては、日本はＨＤＤ関連事業が想定以上に低迷したものの、円安に

よる利益の押し上げとシート事業を中心とした自動車関連事業の好調により、増収増益と

なりました。 

米欧ほかでは、先ほど申し上げた人件費やエネルギーコスト等の高騰に加え、鋼材市況の

回収が遅れており、減益幅が膨らみました。 

 

 

 

 

 

    

  

                      

                

                          

                

                          

                    

              

                          

                      

                   

                              

                          

                

                           

            

               

      

                
                 
                  
                 
           

                
                 
                 

         

                
                 
                 
           

        

                 
                 
                 
                 

                
                 
              



 

 

事業別、地域別の営業利益の推移でございます。 

 

前期に対しては日本とアジアの精密部品セグメントと産業機器ほかセグメントの減益が

目立ちます。期首の予想に対してはシート事業セグメントの増益に対し、米欧のばね事業の

減益により、ほぼ予想並みとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    
 

    
   

    
   

   

   
  

      
   

  

   
  

    
   

      
 

  

 

  

  

  

  

   

   

   

   

   

   

  
   

   
   

    
  

  
  

    
   

   

  

   
 

  

 

  

  

  

  

   

   

   

   

   

   

                

            

        

             

     
    

     
    

     
      

     
    

     
      

     
    



 

 

続きまして、各事業セグメント別の分析でございます。 

 

懸架ばね事業です。 

前年同期に対しましては中国を除き全体的に数量増となっておりますが、主に北米の労

働市場の逼迫による人件費の高騰と、離職率が高いことによる生産性の悪化、およびエネル

ギーコスト等の上昇により、増収減益となりました。 

 

期首の予想に対しましては、円安による換算差の影響が大きく増収となっておりますが、

やはり北米の固定費の上昇や同じく北米の鋼材市況の回収遅れに加え、中国市場の落ち込

みもございまして、増収減益となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

                 
              

                 
                  
                  
                  
                

        

                 
              

                 
                  
                  
                  
           

   

   

   

   

  

   

   

   

   

   

   

   

   

  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

     

    

       

      

     

    

               

    

                      

                

                 

                  

                              

            

            

               

                    

   

   

  

  

  

  

     

   

   

     

    

 

  

 

   

 

   

      

    



 

 

続きましてシート事業でございます。 

 

対前年同期、対期首予想とも、中国を除く各地での数量増により、増収増益となっており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

                 
                     
                  
                  
     

        

                 
                 
                    
           

     

     
     

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

   

   

   

     

     

     

     

     

     

    

       

      

     

    

               

     

   

  

   

  

  

     

    

 

  

 
   

 

  

  

  

  

    

                      

                

                        

              

                         

            

           

               

       
    

     
    



 

 

続きまして精密部品セグメントです。 

 

前年同期に対しましては、自動車関連事業においては数量が回復してきております一方、

利益率の高いＨＤＤ関連事業において前下期からの低迷が継続しており、大幅な減収減益

となりました。 

期首の予想に対しましても、中国を除く自動車関連事業の回復と、円安効果による利益の

押し上げはございましたが、ＨＤＤ関連事業の想定以上の低迷により、増収減益となりまし

た。 

 

精密セグメント全体の売上実績は約７５０億円でございますが、うちＨＤＤ関連事業が

３００億円となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

                 
                  
           

                 
                   
                  
          

        

                 
                  
                   
               

   

   

   
  

  

 

 

  

  

  

  

   

   

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

     

    

       

      

     

    

               

     

   

   

     

    

 

   

  

  

  

 

   

 

  

  

 
 

    

                      

                

                 

               

                             

            

            

               

       
    

     
    



 

 

産業機器ほかセグメントです。 

 

前年同期に対し、自動車関連事業の売上は回復してきておりますが、半導体プロセス部品

事業の前年下期からの低迷が継続し、減収減益となりました。 

期首の予想に対しては、自動車関連の事業が予想を上回る一方、ゴルフシャフト、マリン

プロダクト等のレジャー関連事業の受注減がございました。全体としては、円安による押し

上げ効果もあり、売上・営業利益ともほぼ予想並みとなりました。 

半導体プロセス部品の売上高は前期１３０億円、今期７０億円の実績でございます。 

 

決算実績につきましては、以上でございます 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

                 
                  
                  
                  
             

        

                 
                  
                  
                  
        

   
   

  

  
  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

   

   

   

   

   

   

     

    

       

      

     

    

               

   

  

  

     

   

      

    

  

  

 
   

  

  

  

  

  

    

                      

                

                 

              

                           

            

              

               

       
    

     
    



 

 

続きまして、２４年３月期の業績予想でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           



 

 

売上高は、期首の予想に対して１００億円増の７，６００億円、営業利益は期首の予想に

対して８０億円減の２７０億円、経常利益は４００億円、当期純利益は２５０億円と据え置

きと致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

         

  

            

                    

                        

                   

                           

                

                           

                           

              

                                

                    

                                     

                     

                        

               



 

 

事業セグメント別の概況となります。 

 

自動車関連事業におきましては、引き続き中国以外での受注が好調に推移し、市況等の回

収や円安などの効果もあり、増収の見込みでございます。営業利益においては、シート事業

は増収増益を見込んでおりますが、懸架ばね事業は米欧での不調により当初予想から下方

修正しております。 

非自動車関連事業では、ＨＤＤ関連事業と半導体プロセス部品事業において需要の回復

が期首の予想に対して遅れており、大幅な減収減益を予想しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

                  

                

                             

               

                           

                            

                

                         

                              

                  

                           

                               

                 

                            

                          

                   

                           

         

                 

        

     

                
                 
                 
                 
        

    
                
                 
     

     

                
              

                 
                 
               

       

                
              



 

 

地域別に見てみますと、日本では、ＨＤＤ関連事業と半導体プロセス部品事業で想定以上

の数量減を予想しておりますが、シート事業を中心とした自動車関連事業の回復と円安に

よる押し上げ効果により、期首予想の営業利益を確保できる見込みとなっております。 

 アジアにおきましては、ＨＤＤ関連事業の受注減、中国における自動車関連事業の受注減

により、大幅な減収減益を予想しております。 

 米欧ほか地域につきましては、自動車関連の数量増に加え、円換算影響もあり、増収の見

込みです。損益面でも各種費用の回収などにより挽回を図り、下期は黒字転換を目指してお

りますが、通期の営業利益は当初計画を下回る予想となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

                  

                

                          

                 

                           

                             

                  

                           

                             

                

                            

                          

                   

                           

         

              

        

   

                 
                 
                 
                 
           

    

                
                
                  
               

     

                
                 
                 
                 



 

 

続いてのグラフは、前期から期首の予想、今回予想に至る推移を表したものでございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    
  

   
      

   

   

    
  

      
   

   

   
  

    
   

      
   

   

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   
  

    
  

   
   

    
   

   

  
   

   

  
 

   

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

                

         

        

             

    
  

     
      

     
    

    
  

     
      

     
    



 

 

続きまして、事業セグメント別の詳細説明にまいります。 

 

まずは懸架ばねセグメントでございます。 

アジア以外では引き続き数量増の見込みで、売価改善や円安影響もあり、日本やタイでは

期首の予想よりやや増益方向で着地する予想となっております。 

米欧事業におきましては、売価改善や上期に回収できなかった市況の回収、生産性改善等

の努力により、下期を切り取れば黒字転換を計画しているものの、通期では営業損失の予想

でございます。 

全体では期首の予想に対して増収減益、営業利益を０と予想しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

                
                  
                  

                 
                  
                  
                

     

     

     

   

  

 

   

   

   

 

  

  

  

 

   

   

   

   

     

     

     

     

     

     

  

     

    

     

    

               

     

   

  

     

    

  

  

  

  

  

  

   

   

  

  

  

   

   

   

   

  

  

     

   

  

     

    

 

  

  

   

  

 

    

                  

                

                        

               

                           

         

            

               

     
  

     
    

     
    

      

    



 

 

シートセグメントでは、数量の回復が顕著でございまして、中国を除きすべての地域で増

収増益の見込みでございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

                 
                

                   
                  
                  
  

     

     

     

  

   

   

 

  

  

  

  

   

   

   

   

   

 

   

     

     

     

     

     

     

     

  

     

    

     

    

               

   

  

  

  

 

     

   

  

     

    

  

   

      

 

  

     

   

       

    

  

  

 

   

   

   

  

 
  

  

 

   

    

                  

                

                        

                

                         

         

           

               

     
  

     
    

     
    



 

 

精密部品セグメントでございます。 

 

自動車関連事業は中国を除き回復傾向にあるものの、今下期の回復を想定しておりまし

たＨＤＤ関連事業において、需要の回復が来期下期となる見通しでございます。この結果、

固定費の抑制努力や円安による利益の押し上げを織り込んではおりますが、期首の予想に

対しては減益の予想となっております。 

精密セグメント全体の売上予想は、約１，５６０億円ですが、うちＨＤＤ関連事業が５６

０億円となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

                 
         

                  
                  
                  
                  
                  
         

     

     

     

   

   

  

 

  

  

  

  

   

   

   

 

   

   

   

   

     

     

     

     

     

     

     

  

     

    

     

    

               

   

      

 

   

  

   

 

   

     

   

  

     

    

   

  

  

  

  

 
   

     

   

    

     

    

 

  

  

  

  

 

  

    

                  

                

                         

                  

                           

         

            

               

     
  

     
    

     
    



 

 

産業機器ほかセグメントでございます。 

 

円安による利益の押し上げはございますが、半導体プロセス部品事業や金属基盤事業は、

当初の想定していた数量を下回る見通しでございます。 

ゴルフシャフトやマリンプロダクト等のレジャー分野についても、上期の低調が継続し、

全体で減収減益の予想となっております。 

 

第２四半期決算、通期業績予想についてのご説明は、以上でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

                 
                  
          

                 
                  
                

          

     

   

  

  

 

  

  

  

  

   

   

   

 

   

   

   

   

     

     

     

  

     

    

     

    

               

  

  
   

      

      

   

   

   

     

     

   

   

     

    

  

  

  

 

  

     

    

  

  

  
   

  

  

  

  

  

    

                  

                

                        

                 

                            

         

              

               

     
  

     
    

     
    



 

  

続きまして、当社２０２３中計の進捗状況につきましてご説明申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

    



 

 

 ２０２１年５月に発表いたしました、売上・損益目標と財務指標目標はご覧の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

          
           
                   
                   
                       

       

        
           
         
               



 

 

中計の売上損益目標に対して、売上高は計画値を大きく上回る見通しです。２３年度の営

業利益は利益率の高いＨＤＤ関連事業や半導体プロセス部品事業の一時的な落ち込みが響

いております。 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

               

        

          

     

     

     

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

   

   

   
   

   

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  



 

 

経常利益、当期純利益につきましては、為替の押し上げ効果が寄与しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

               

        

   

   

   

   
   

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

  

   

   

      

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  



 

 

次にＫＰＩの状況でございます。 

 

ＲＯＥにつきましては、純資産が円安に伴う為替換算および好調に推移している株式相

場の影響を受けていることから、現時点では計画を下回っております。 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

              

     
  

     
  

     
  

     
  

     
  

                         

                        

                             



 

 

続きまして、自動車生産台数の計画及び２３年度の見通しでございます。 

 

中計策定時点では、グローバルで９，３５０万台の自動車生産台数を見込んでおりました

が、８，９２０万台にとどまる見通しでございます。 

青色の部分が日系車を示しておりますが、地域別に見ましても、ご覧の通り日本、北米、

中国とも生産台数は計画を下回る見通しでございます。 

 

 

 

 

 

 

  

                

         
            

                  

      

      
      

      

      
      

 

      

      

      

       

     

  

     

  

     

  

     

     

          

 

     

     

     

      

     

  

     

  

     

  

  

     
     

     

     

     

     

      

      

      

 

     

     

     

      

      

      

     

  

     

  

     

  

     

     

  

     

  

     

  



 

 

タイにつきましては、新型コロナ流行前の２０１９年には及ばないものの、国内販売、輸

出ともに好調な状況でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                

    
        

          
     

      
      

      

      

            

 

     

      

      

      

      

      

     

  

     

  

     

  

     

     

     
     

   

   

   
     

     

     

 

   

     

     

     

     

  

     

  

     

  

     
             
             
            
             
             
          

             
            
            
         

     

  

     

  



 

 

ＨＤＤの生産は足元で緩やかな回復を見せておりますが、計画値に対しましては大きく

下回る見通しでございます。今のところ、２０２４年度後半から需要は回復すると予想して

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

  

                
                 
               
            
                 
                 
               

                
                
               
                
               
   

   

   

   

     

   

     

 

   

     

     

     

     

     

 

   

   

   

     

  

     

  

     

  

          
              

          

     

  



 

 

事業セグメント別の進捗状況でございます。 

 

精密部品セグメントは、ＨＤＤ関連部品の数量減、産業機器ほかセグメントは、半導体関

連部品の数量減が大きく響いておりますが、シートセグメントはＳＵＢＡＲＵビジネスを

中心に復調しております。 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                                     
                               

    

    
  

     
  

     
  

       
                      

                           

                    

              

                          

                     

              

                           

                         

               

                     

                           

               

                              

                          

              

  



 

 

設備投資と減価償却費の状況でございます。 

 

ご覧の通り、概ね計画値並みとなる見込みでございます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                 
        

                 

      

      

      

 

   

   

   

   

     

    

    

   
   

   
   

   
   

 

   

   

   

   

     

    

    

    



 

 

各事業の中計進捗状況につきまして、以下のスライドでその概要をまとめております。 

 

 

 

 

 

 

 

              

     

     

     

   

 

  

   

   

   

 

  

  

  

 

   

     

     

     

     

  

     

  

     

  

               

                  

                                           
                                              
                                                  

          
                       
                        

                        
                       
                

         
                   
                       
                 

             
                   

  

     

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

     

     

     

  

   

  

 

  

  

  

  

   

   

   

   

   

 

   

     

     

     

     

     

     

     

  

     

  

     

  

               

                  

               

         

            

         

              

                      

                 

              

                       

         

                    

                       

    

                      

  

     

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

                  

               

                   

                

                      

        

                     

                   

                  

                                     
                                                     

     

     

     

  

  

   

 

  

   

   

   

   

 

   

     

     

     

     

  

     

  

     

  

              

  

     

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                  

          

                       

            

     

                       

    

                  

                

                      

                    

                                                

   

          

    

   

 

  

   

   

   

 

   

     

     

     

  

     

  

     

  

              

  

     

  



 

 

茅本です、いつもお世話になります。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

       

   

             

    



 

 

半年前に皆さんにお話しした３つのプロジェクトに対して、現在の進捗状況をご報告さ

せていただきます。いずれもほぼ３年計画のプロジェクトですので、半年たった段階という

ことで、そのスタートの状況になります。 

 

 

 

 

 

 

 

           

  

    

   

      

   

       

         

           

            

            

         
              
     

                     
              

           
                 



 

 

それでは懸架ばねの進捗、利益最大化プロジェクトについてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

           

  



 

 

プロジェクトの施策内容は大きく４つですが、こういう書き方をするとごく当たり前で、

懸架ばねの価値向上、すなわち高く売ろう、あるいはインフレ分の価格転嫁をしっかりやろ

う。それから設備生産性、労働生産性をともに向上しよう。それから今の状況下で非常に重

要になってきますレジリエンス・ＢＣＰの強化、これは地政学的な問題とか政治的ないろん

なリスクとか、そういったものを考慮した上でフレキシブルに生産体制をとれるようにし

ていこうという方策です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

             

                
               
   

       

                
       

       

           
             

         

    
            



 

 

ロードマップです。２０２３年度は、とにもかくにもばね事業の黒字転換をしたい。実際

の施策は２３年からやっていきますが、やはり効果が大きく出てくるのは２４年、２５年と

なっていきます。それで今年度ですが、この中の労働生産性・設備生産性向上、特に米国で

のこの２項目が、半年間ではまだ結果になかなか結びついておりません。現在価格改定及び

インフレの上昇分の改善、これは営業部隊がかなりしっかりやっておって、現在のところ何

とか２３年には黒字にはなりそうです。大きな黒字まではいきませんが、何とか黒字に持っ

ていけるところまで来ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

                  

            

           

          

             

   

       

       

         

       

       

            

        



 

 

懸架ばねの価値向上で、材料費と補材経費、これは概ね回収してきていますが、半年遅れ、

１年遅れがまだ残っていて、ここの回収状況で２３年度どのぐらいプラスになるかが決ま

りそうなところです。基本的には今回収できそうなところで、もう既にプラス側にはいって

います。 

 

次の労働生産性に関しては、米国が非常に苦しんでいます。やはり人手不足と急激な賃金

上昇、ストライキがありましたように米国のビッグ３の大きな賃上げ、こういったことを受

けて、かなりここは苦しんでいます。 

 

 

 

 

 

    

  

         

        
           

   
    

   
              

   
           
       

       

                
       

               
              
      



 

 

 レジリエンス・ＢＣＰの強化という意味では、やはり拠点間のキャパをよく見ながら、稼

働率をよく見ながらフレキシブルにつくれるようにというお客様、カーメーカーとの交渉

を積極的に進めています。今年度は既に米国での生産分の約１５％をタイ及び日本に切り

かえること、それから次にメキシコで生産すること、こういった動きがとれるようになって

おります。この方向は、２４年、２５年とさらに大きくしていきます。 

 

 

 

 

 

    

  

                     

            
             
       

           
         



 

 

 それではシートの取り組み。特にスバルプロジェクトということでご説明させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

         

  



 

 

 シートはお客様との関係性をよくして、いかに早く、いかに密着した状態でシートの開発

を始めるかで、実はＱＣＤＤに大きく影響を受けます。しかもその開発が大体スタートから

４年近くかかりますので、その間のプロジェクトマネジメントという、この体制をしっかり

とっていく。その上でお客様の評価を上げていくことを、実は地道にやっておりました。こ

れはかなり成果が出て、今年度の大きな収益向上の要因となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

  

                          
                            
                    

    
                 

     
                 
     

    
                        
     

    
         
       

     
                                         



 

 

 特にＳＵＢＡＲＵ様関連をまず強化しております。品質面で言うと、１年半ぐらい前のレ

ヴォーグの立ち上げには本当に苦労しました。直近のクロストレックという車種の立ち上

げは非常にスムーズに、問題なく立ち上がっています。特にＳＵＢＡＲＵ様の品質要求の高

い表面、しわがないとか、よれていないとかの外観品質に関しては１年半前のレヴォーグよ

りもさらに高い水準をクロストレックは要求されましたが、それでも今回外観評価点、これ

はいろいろなやり方があるんですけれども、１４％よくなったという状況で立ち上がりに

成功しています。コストも生産コストというより設計コスト、開発コストをかなり低減でき、

工数で言うと３５％低減させることができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                  

                

     

                  
     

                 

          

  



 

 

納期に関しても、実は納期どおりできているかというのをタイムリーに表現していくこ

とが非常にお客さんとの関係で重要ですが、プロジェクトマネジャーを設定して、このあた

りの関係をうまく立ち上げていっています。さらに開発もバーチャル開発、シミュレーショ

ンによる開発と、それからより前の段階で設計をしっかりしていくことを含めて、非常にこ

こもうまくいきました。こういったことを含めてシートの開発体制、特に対ＳＵＢＡＲＵ様

とはうまくいきました。今後は他のＯＥＭ様に対しても同様に横展開を進めていきます。今

後の、非常にいい前例になってきていると考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

    

                         
     

             
           

    

                  

                  

              
                     

          

  

        
       
      
     

     
         
        

       
    
       
    

      
        
    
      



 

 

 次にモーターコアのプロジェクトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

            

  



 

 

 グローバル生産体制の構築、金型製作能力の増強、新工法の開発、試作品への積極的対応

という、これが４つの柱で、前回もここは若干説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

      

       
     
            

         

          
       
             

            
          

             
           
           

          

       
       
          



 

 

 ほぼここの日程感、ロードマップに関しては予定どおり進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

                  

                 

        
    

      

       

    
     

      
     

     

               
       

               
       

          

      
     

      



 

 

まず生産体制確立ということでは厚木工場の第６生産棟という、新しく日本国内での生

産キャパを上げるための建物が１１月初めに竣工しております。いつでも設備が導入でき

る段階になっており、次のステップに進めるようになっております。メキシコに関しては能

力増強ということで新たな土地、３８，０００平方メートルほど購入して、そこに建てる建

屋の設計を今進めております。残念ながら中国能力増強に関しては、日系ＯＥＭの中国であ

まりうまくいかない状況を踏まえ、現在のところ計画しておりません。 

金型製作はこの事業の根幹になります。まず必要な設計者の増員というのは、厚木工場と

タイ日発、タイでの設計陣の養成を含めて現在の計画、倍増に関しては完了しております。

さらに下期より厚木工場６号棟、新規の建物の中に工作機械も導入していって製作能力の

増強を図っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

         

          
                

       
                

             
            
                

            
          

             
                 

           
          

           
                 



 

 

 新しい工法の開発ではいろいろな形があります。モーターコアの薄板一枚一枚を接着材

でつける、かしめる、溶接とかいろんなタイプがあるんですが、新しい工法でより品質のい

いもの、あるいは安くできるもの、こういった幾つかのつくり方を進めており、予定どおり

の進捗で開発は進んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

          

       
               

       
                  

          
           

      

       
         

     
         

            
         
              



 

 

 大きく半年前と変わった点は、体制をさらに一層強くしました。半年前はモーターコアプ

ロジェクトと金型プロジェクトという名前になっておりましたが、これは全部集めてモー

ターコアプロジェクトという形にし、さらにメンバー２４名全員専任にしました。兼務では

なくて、スピードを上げるということで専属化しております。さらにこのプロジェクト統括

部長は厚木工場の前工場長が就任し、つくることも含めてプロジェクトで対応できる体制

にしております。厚木工場は、別の工場長で運営する形になります。 

もう一つ、お客様対応もＥＶ営業プロジェクトという、これにはモーターコアと、もう一

つ当社のＥＶの戦略の基本で、大きな柱である金属基板に関してもここで担当します。この

ＥＶ営業プロジェクトというのを新たにつくって、ここも専任にしております。両方のテー

マあるいは新しいＥＶプロジェクトのテーマを含めて、今後さらに増強していく予定にし

ております。 
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